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新型コロナウイルス感染症に関する感染防止対策の徹底について 

 

 
県内の新規感染者数が一昨日106人、昨日103人と急激に増加し、医療体制の基準としてい

る１週間平均でも79.6 人となり、最も深刻な「感染拡大期２」になっています。 

この状況を踏まえ、昨日開催された第 30 回兵庫県新型コロナウイルス感染症対策本部会議

において、さらなる感染防止対策の徹底を求められました。 

ついては、別添の知事メッセージ及び下記の内容に十分留意しながら、引き続き感染防止対

策の徹底をお願いします。 

 
記 

 
１ 教育活動全般について（修学旅行含む） 
（１）校内外を含め、職員、生徒、来校者には、「マスク」の着用及び手洗いを徹底する

こと。特に、マスクをはずすこととなる昼食時等は、会話を控えるなど注意すること。 
（２）「３密」や「大声」を避け、換気を十分に行うこと。 
（３）健康観察を徹底し、発熱や咳、喉の痛みなどの風邪症状が見られた場合は教育活動

を控えさせる等、適切に対応すること。 
  
２ 校外活動について（修学旅行含む） 

感染防止対策を講じた上で、実施すること。 
また、県外で活動する場合においては、全国的に感染者数が増加していることから、都道

府県、市町村が発表している感染予防対策を確認し、実際に活動する場所において、対応さ
れているかを確認すること。その上で実施時期・場所、参加人数、移動方法などを十分に検
討した後、実施すること。 

  加えて、部活動の公式試合等においては、主催者が要請する感染防止対策を徹底すること。 
 
３ 出席停止等の取扱いについて 
（１）児童生徒等の感染が判明した場合または児童生徒等が感染者の濃厚接触者に特定さ

れた場合には、学校保健安全法第19条の規定に基づく出席停止の措置を取ること。 
（２）児童生徒等の家族等が新型コロナウイルス感染者（陽性者）の濃厚接触者として特

定され、PCR 検査結果によっては、当該児童生徒等が濃厚接触者となるおそれがある
と認められる場合においては、感染拡大防止のために、判明するまでの間は「出席停
止」を基本とすること。 

（３）上記（１）（２）に該当する児童生徒等については、ＩＣＴを活用するなど、家庭
における学習支援を行うこと。 






